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みなさん こんにちは。 今期も始まって 4 ヵ月が過ぎました。 

西日本区ＥＭＣ委員会を 8 月に開催し、塚本勝己(直前)と清水真一(次期)を迎えて、情報の交換や

今後の計画や次期に向けての方針などについて対面で話し合える機会となりました。在任期間の前・

中・後の３者で議論すると、「先を見据える」、「初心に立ち返る」などにより、考え方の整理されること

にもなりました。 

 

区報（2023.8 第 1 号、通巻 81 号）にも寄稿しましたが、「発展と継続」、「価値や欲求」、「親睦か

ら奉仕へ」の考えも重要です。 

クラブの「発展と継続」のために、メンバーの「価値や欲求」を創造し、ゲストの心を満たすことで「親

睦から奉仕へ」とつなげることができる機会を得られるとすれば、それらを信じてやり続けることが

一つの方法だと思っています。 

 

ＥＭＣ活動の内、新入会員獲得については、その成果に数ヵ月間掛かることもあります。 

声を掛け続けること、そして、ゲストを迎え入れる計画を継続していくことが本当に大切ですね。 

まだまだ、仲間を増やしましょう。今期、メンバー数純増 10％以上を目指しましょう。 

 

また、会員増強に対しては、色々な手法や考え方があります。他者の意見に対して、ただ斜に構えて

いるだけでは何も起こりません。常に問い続け、改めながらでも、色々な手法でＥＭＣ活動を成功に導

くことから始め、今後の他事業の拡張にも寄与し、そしてワイズダムの発展と継承へ繋げて下さい。 

 

追伸：メールアドレスの入力ミスやメール宛先に含まれていないために私の手元に届かない会員異

動報告書があります。後で知ることになり、とても寂しく感じる時があります。今一度、メールアドレス

の確認をお願いします。 

 

大阪西クラブ 1 名、 熊本クラブ 1 名、 姫路グローバルクラブ 1 名、  

大阪サウスクラブ 1 名、 京都グローバルクラブ 2 名、 北京都フロンティアクラブ 2 名、  

名古屋東海クラブ 1 名、 名古屋クラブ 1 名、 京都トゥービークラブ 1 名、  

大阪西クラブ 1 名、 京都 ZERO クラブ 1 名、 岡山クラブ 2 名、  

金沢クラブ 1 名、 京都ブラッククラブ 1 名、 京都エイブルクラブ 2 名 



京都洛中クラブ 3 名、 京都ウェルクラブ 1 名、 大阪センテニアルクラブ 1 名、  

大阪西クラブ 1 名、 京都グローバルクラブ 2 名、 京都ウエストクラブ 1 名、  

京都めいぷるクラブ 2 名、 京都エイブルクラブ 4 名

京都トップスクラブ 1 名、 岡山クラブ 2 名、 神戸ポートクラブ 1 名、  

京都パレスクラブ 4 名、  

京都ブラッククラブ 2 名、 大阪茨木クラブ 2 名、 神戸クラブ 4 名、  

熊本ジェーンズクラブ 1 名、 岡山クラブ 1 名、 京都エイブルクラブ 3 名、  

京都パレスクラブ 2 名、  

京都めいぷるクラブ 1 名、 宝塚クラブ 1 名、 京都トップスクラブ 1 名、  

近江八幡クラブ 1 名 

8 月 5 日(土)（京都洛中クラブ合同） 

京都ウェルクラブ 1 名入会式 

8 月 5 日(土)（京都ウェルクラブ合同） 

京都洛中クラブ 3 名入会式 

8 月 10 日(木)（大阪西クラブ合同） 

大阪センテニアルクラブ 1 名入会式 

8 月 10 日(木)（大阪センテニアルクラブ合同） 

大阪西クラブ 1 名入会式 

 

 

新たにメンバーとなられた皆様、 

また、新たなメンバーを迎えられたクラブの皆様、 

おめでとうございます。 



8 月 24 日(木) 

京都ウエストクラブ 1 名入会式 

8 月 28 日（月） 

京都めいぷるクラブ 2 名入会式 

8 月 29 日（火） 

京都エイブルクラブ 4 名入会式 

9 月 19 日（火） 

岡山クラブ 2 名入会式 

9 月 27 日（水） 

京都パレスクラブ 4 名入会式 

9 月 27 日（水） 

神戸ポートクラブ 1 名入会式 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 10 日（火） 

大阪茨木クラブ 1 名入会式 

10 月 10 日（火） 

神戸クラブ 4 名入会式 

10 月 17 日（火） 

岡山クラブ 1 名入会式 

10 月 24 日（火） 

京都エイブルクラブ 3 名入会式 

10 月 25 日（水） 

京都パレスクラブ 2 名入会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は、訪問した入会式の他、報告や提供頂いた

ものを使用しております。間に合わなかったクラブ

や掲載できなかったクラブの方々、申し訳ござい

ません。また、報告や提供をお待ちしております。 



9 月 2 日(土) ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ にて 

 

『今こそ動き出そう 九州から風を』 

中西賢一部長主題をテーマのもとに開会、カラリ

ズムリサさんのアートパフォーマーが行われ、最初は

九州の地図、それがどんどん変化していき第 42 回

を祝う躍動感のある白鳩に。 

第一部の式典は、15クラブのバナーセレモニーか

ら始まり、ＡＹＣに九州部内から参加された2名から

の報告も行われました。 

第二部は、『日本の古民家から学ぶ循環型建築社

会』として、古民家再生協会熊本の村田智仁代表理

事から記念講演がありました。 

第三部懇親会のオープニングは、鹿児島ＹＭＣＡ

チアダンスチームのパフォーマンスがあり、参加者も一緒に躰を動かし、笑顔になることができました。 

ユースやＹＭＣＡと共に、幅広い世代間の交流が盛んに行われていることを感じさせられた九州部

部会、120 名を超える参加者と楽しい時間を過ごす中、私は翌日のＥＭＣ活動の準備や資料作成の為

に、中座して最終の京都方面新幹線で帰路に就くことになりました。出来ることなら後会にも参加し

て、話のできる一部の方とでも個別にメンバーとＥＭＣ活動の現状について話し合いたかったです。 

7 月 1 日のＥＭＣシンポジウム後の懇親会に都合悪く参加されなかった岩本守弘ＥＭＣ事業主査と

は又もや語り合う機会がありませんでしたが、これからも九州部の積極的でアツい各クラブが活発な

ＥＭＣ事業活動を牽引し、継続されていきますよう期待しております。この九州部のアツさは、2025

年のアジア太平洋地域大会まで続くことになりそうですね。九州部の皆様は、多くの感動や気付きを

エリアに与えることができると思っています。とても楽しみで仕方がないです。 

 



9 月 3 日(日) G-NET しが にて 

20 名を超えるメンバーが参加されました。渡壁十郎部長は、熊本の帰路から直行されたとのこと。 

シンポジウムの趣旨説明と今年度の活動計画が伝えられ、ＥＭＣのディスカッションへと進みました。 

岡村遍導ＥＭＣ事業主査が司会を担当、「やばいぞ！びわこ部！今！出来ること！考えよう！」とのテ

ーマのもと、松岡義隆ワイズがディスカッションのプロローグ、参加メンバーの話を伺っていくことに

なりました。各クラブは、其々の成り立ち・歴史も違い、抱える課題も様々な中、もっとメンバーを増や

したいとの気持ちは皆同じ・・・各クラブで「これなら出来る！」の内容を発表されていくのですが、さ

らに議論を深めるにはスクール形式の座席や施設の厳密な利用時間制限が壁になり、また、比較的時

間が自由でクラブや個人に対して個別に話し合いができる懇親会などの機会が無かったことが、少し

心残りでした。ＥＭＣ活動での会員増強にもっと直接的に関わり、力を注いでいくことが、他事業やワ

イズダム発展に寄与することになります。これからも部が掲げる「びわ湖ネックレス構想」を継続し、力

をつけようとしている高島クラブへのサポートなどの重要性が改めて認識された機会にもなりました。 

びわこ部の皆様へ、招請頂き感謝を申し上げると共に、今後の更なる発展を祈念しております。 



9 月 9 日(土) 和歌山ＹＭＣＡ にて 

『継承そして新たなる創造～次の 100 年の礎を』 

内藤陽介部長主題をテーマのもとに開会。 

第一部の式典は、7 クラブのバナーセレモニーか

ら始まりました。後半では、各事業主任からの事業

報告の時間が設けられており、ＥＭＣ事業としては、

現時点迄の会員異動報告書に基づき、入会式の報

告やクラブ・部・区における会員数の一覧、顕著な増

加率を示しているクラブの紹介を行うと伴に、当月

の強調月間である〖ＥＭＣ ＹＥＳ〗へのご理解とご

協力をお願いしました。 

Ｙサ・ユース事業では、ＡＹＣに阪和部から参加さ

れた 1 名から報告も行われました。 

第二部では、会食・懇談の時間をもった後、『あたたかい小さな手のリレー』として、山崎浩敬氏より

絵本『バスが来ましたよ』が発刊に至るまでの自身の体験について記念講演がされ、ゲスト含め 90 名

を超える充実した時間は、あっという間に閉会となりました。 

閉会後は、部内での会議行われていましたが、会議が終わるのを待ち、丹吾礼中西部ＥＭＣ事業主

査と高井亮吉阪和部ＥＭＣ事業主査と内藤陽介阪和部部長とも一緒に、次週予定の阪和部・中西部合

同ＥＭＣシンポジウムの打合せに参加させて頂くことができました。明確な役割分担、如何に盛り上が

りと気付きをメンバーに再確認して頂くか、また、合同で行う意義を考慮した内容を盛り込みながら、

進められていきました。打合せが終わり、和歌山に宿泊予定の中西賢一九州部部長を含め、阪和部・

中西部メンバーにお付き合いいただき、親睦しながらの会食の機会を得ることができました。部会が

終わって直ぐのお疲れところ感謝申し上げます。 



9 月 16 日(土) 大阪ＹＭＣＡ、プロント大阪堂島店 にて 

90 名近い参加者、内藤陽介阪和部部長の点鐘で開会。鳥居翠ワイズの水平思考オリエンテーション。 

グループには、ＹＭＣＡ職員、各地のＹＭＣＡ現役リーダー・ＯＢ・ＯＧも複数名配置されていました。 

高井亮吉阪和部ＥＭＣ事業主査が司会、丹吾礼中西部ＥＭＣ事業主査がしっかりとサポート、内藤陽介

阪和部部長もトークとマイク廻し、万全な体制でディスカッションのプログラムが進行。テーマ①は「ワ

イズとは、リーダーとは」、テーマ②は「ワイズとリーダーの魅力って」・・・テーブルでディスカッションし、

代表となったリーダー達が発表されました。改めて、ワイズメンとＹＭＣＡリーダー相互が発信し、互い

を認識し合う良い機会となりました。そして、テーマ③は「それぞれの仲間を増やすには」・・・ＥＭＣの

根幹となる会員増強についての議論。若い世代から多く聞かれた言葉、それは、ＳＮＳ・デジタルでの

情報発信の活用であり、もはや必須だと。仲間を増やすには、時代に即した広報ツールの活用で認知

度を上げ、知ってもらう・体験してもらう機会に繋げることであると。ＥＭＣ事業の活性化、ワイズダム

の発展に結びつけるためにも対応が重要。石津雅人中西部部長の点鐘で閉会し、楽しい懇親会場へ 

阪和部・中西部の皆様へ、招請頂き感謝を申し上げると共に、今後の更なる発展を祈念しております。 



9 月 17 日(日) ホテルオークラ京都 にて 

 

『仲間を増やそう Make more friends』 

武村松一部長主題をテーマのもとに 380 名を超

えるメンバーが集まり素晴らしい映像から開会。 

第一部の式典は、19 クラブのバナーセレモニーか

ら始まり、武村部長挨拶での「仲間を増やそう」と伝

える言葉にも、柔らかな中にも力がこもるものとな

っていました。石若義雄京都ＹＭＣＡ新理事長などの

来賓祝辞の後には、表彰式が行われました。昨年度

における澤田長利ワイズと林壽一ワイズへの個人ブ

ースター賞の国際表彰が、田上正直前理事を通して

行われました。今年度も既に数名のブースター候補

者がおられます。部長の願いと共に、さらに多くの仲

間を増やすことで、国際へ申請する事ができ、来年に受賞をお祝い出来ればと願うばかりです。 

第二部は、『全京都ディスカッション大会』として、各クラブ会長が壇上で着席し、各テーマに沿って、

自クラブ事例発表やアピールが行われました。テーマは、「こんなワイズは嫌だ どんなワイズ」の大喜

利から始まり、「リトリートセンター」「評判の悪かった例会」「メンバーを増やすには」「ＹＭＣＡリーダー

の増強の取り組み方法」「地域奉仕」「ＹＭＣＡ」など色々取り上げられました。ワイズメンが改めて問い

直し、常に意識することを促していく、これらのテーマで意見交換頂いた事をＥＭＣ事業主任としても、

とても有難く感じており、500 名超える京都部には感謝しております。 

第三部懇親会、会食後の part1 ではダブルダッチ『NEWTRAD』が出演、最後の出し物 part2 で

は、メンバーシップを大切にし、部の役員を一人一人紹介し出番を作る『たかじん(武村部長)』の役員

バンドの紹介演出がとても素敵に見えました。部会のエンディングは、みんなで肩を組み会場全体で

「We are the world」を熱唱して閉会点鐘へと続いていきました。 



9 月 23 日(土) アイリス愛知 にて 

 

松本勝部長主題『みんなで参画』のもと 80 名を

超えるメンバーが集まりました。 

第一部の式典は、5+1 クラブのバナーセレモニー

から始まり、深谷聡西日本区理事を輩出されている

部として松本部長の挨拶が行われました。 

第二部では、ザ・ぼんち里見まさと氏から『戦艦大

和と乗組員』の講演がされました。「語り部」八木康

夫氏からつなぐ体験談、「語り部」とは昔話や歴史な

どを現代に語り継いでいる人とされ、通信手段の中

で、数少ない対面での手段で素晴らしく思います。 

この部会で、渡辺真悟ＥＭＣ事業主査と対面し、直

接お話をする機会を得られて、良かったです。 

報告などは容易にメール等で行えること、また、ＩＴ環境の進化からオンライン会議なども利用でき

ること、そしてコロナ禍を経験したことにより、直接出会う意義に対する考え方も様々になりました。 

しかしながら、デバイスで通じ合うことと、直接対面して通じ合うことは全く違い、人の体感では唯

一無二であると思っています。未来ではその体感にとても近い感覚が得られる手段が生まれることも

期待しますが、全ての通信手段は、いまだ直接対面する体感を目指しているものでしかありません。 

故に、狼煙や手紙、電話から続く通信手段の進化は、それらの便利な機能を有効に使うことで代理

可能な部分である情報伝達のみ担っており、そこに発信者の人柄や感情は含めることは難しい。 

直接対面することの重要性を謳うことが「ワイズの悪いところ」でもあると、新たな時流に乗る方や

新しい世代は訴えるかもしれませんが、それは、直接対面して得られる感覚の重要性への問い、一部

の感覚が不必要と解されだしているからなのかもしれません。「でも直接対面したい」と、話す私は、

時代の色々な古い感覚で意固地な一部派へまっしぐらなのかと、自問自答する機会にもなりました。 



9 月 30 日(土) 神戸倶楽部 にて 

想定 30 名とお伺いしていたところ登録 50 名を超えたとのことで部屋も変更して開催されました。 

同日に予定されている部会前での開催であったことから時間厳守との制約の中、進行となりました。 

杉本隆人ＥＭＣ事業主査の開会宣言、井出浩部長の挨拶でシンポジウムが開催されました。主任と主

査の事業方針と計画の確認も早々に、今回のプログラム『ディスカッションアワー』が開始されました。

時間的制約もあり、テーマは、①「ワイズメンズクラブとは」②「グループで活動する意味とは」③「メン

バー・仲間を増やすには」の順に 3 つに絞って進められました。様々な意見が発表されていく中で③

に関しても、「ＹＭＣＡと共に」「ＹＭＣＡを通じて」との枕詞が数多く出ることは当然だとは思いますが、

それらは、ＹＭＣＡサービス・ユース事業でもあります。よりＥＭＣという事業に限った活動を考慮し、ワ

イズで行われている全ての事業や例会等のクラブ運営にとって、より良い活動・運営をするためにも

メンバーを増やし、継承していくためにもＥＭＣ活動での会員増強に、もっと直接的に関わり、力を注

いでいくことが求められています。メンバーを増やすことは、個人の負担軽減や楽しむゆとりにつな

がるだけでなく、ワイズダム発展にも寄与することになります。 

六甲部の皆様へ、招請頂き感謝を申し上げると共に、今後の更なる発展を祈念しております。 



9 月 30 日(土・祝) 神戸倶楽部 にて 

 

井出浩部長主題『ＹＭＣＡとのさらなる協働を目指

して』のもと 100 名を超えるメンバーが参集。 

第一部の式典は、7 クラブのバナーセレモニーか

ら始まり、シナリオ順より遅れてしまいましたが、井

出部長の挨拶が行われました。式典の中で、昨年度

における大野智恵ワイズの個人ブースター賞への国

際表彰が、井出部長を通して行われました。これから

も会員増強に尽力されるとのこと、六甲部での理想

として、廻りのメンバーも感化されることを願わず

にはいられませんでした。 

第二部の懇親会は、ジャズと言えば神戸、日本の

ジャズ発祥の地で、また、神戸倶楽部(施設名)とい

うとても歴史と格式ある場所で演奏を聴きながら、普段には経験できない懇親の機会となりました。 

アピールタイムの際には、色々な記念や活動のアピールが有る中、一部から「平均年齢」(が高い)や

「〇〇で最後」(の大会)などの声も有り、会員増強や継承に重きを置くＥＭＣ活動に強く携わる者とし

ては寂しくも感じることになりました。本心では「何とかしたい」「何とかする」と思っている中での単

なるネタなのだと理解しておりますが、「言葉の力」は凄いですよね、何度も発した言葉は潜在意識に

擦り込まれていくと言われています。それは、自身に対しても、そして、聴衆に対しても、です。 

会歴の浅いメンバーや年齢の若いメンバーが、これらの言葉を聞いた時に、ワイズに対して如何に

感じるかも踏まえ、懐かしむ行為であっても、これからワイズを支えていくかもしれない理想溢れるメ

ンバーへ、ドリームキラー的効果を発して良いなんてことはありません。自身の策はお持ちの筈です。 

やはり、自虐的にも聞こえるネタには、続いて理想をプラス。誰もが生き生きと活動できる場を作り、

新たな人と出会い、そして、継続していくことが理想的であり、私たちワイズメンは理想主義者です。 



10 月 9 日(月・祝) 大阪ＹＭＣＡ にて 

 

『常に喜びと感謝の気持ちを持って、すべてを計

画し実践していく』石津雅人部長主題のもと、「寄り

添いの心」をテーマに 100 名を超えるメンバーが集

まり開会されました。 

第一部の式典は、6 クラブのバナーセレモニーか

ら始まりました。パソコン業務に携わられていた石

津部長は挨拶で「PC はプログラムで動くが、人との

繋がり、相手の想いや考えが重要。相手が何を求め

ているかを重んじ、隣り人への寄り添いの心が大切。

近隣との繋がりが少ない今日、ワイズメンでは人と

繋がれる。それが人生にとって大切。」と語られてお

られました。 

第二部は、関西いのちの電話から三橋淳子理事を招いて「50 年に渉る寄り添いの心」として講演

がされました。「誰しも弱る時がある。問題を解決する力は、その人、本人が持っている。「死にたい」は

「生きたい」、今までの人生を変えたいとの言葉。相談員は、傾聴し、相手の気持ちを感じ取る。」と話

されていました。本当に大変な活動だと改めて感じさせられました。また、大々的に支援依頼のアピー

ルができない側面も持っている活動で有るが故に、活動以外での苦労も感じさせられた講演でした。 

第三部は、「Office CUORE」によるミニコンサートで音楽を楽しんだ後には、各種報告等が行わ

れました。丹吾礼ＥＭＣ事業主査からは新入会会員紹介、出席された新メンバーも登壇され部内への

挨拶が行われました。今期は既に 5 名の入会者が新たに加わり活動されています。入会頂いた皆様に

とって、そして、既存メンバーにとっても、互いに学び、磨きあい、人生をより豊かにする場となりなり

ますことを願っております。報告は続き、中西部の留学生支援報告、福島眞一直前部長のエルマーク

ロウ賞受賞発表での記念盾贈呈や各種報告が行われました。 



10 月 21 日(土) 臨湖、北ビワコホテルグラツィエ にて 

 

『今こそ「ワイズ」らしい夢を！～びわこ部の存在

を取り戻す～』渡壁十郎部長主題のもと、「集え！び

わこ源流の地ながはまへ」をテーマに 160 名を超え

るメンバーが集まり開会されました。 

第一部の式典は、6 クラブのバナーセレモニーか

ら始まり、渡壁部長の挨拶が行われました。びわこ

部役員紹介＆事業主査報告の時間も設けられ、岡村

遍導ＥＭＣ事業主査からは、ＥＭＣシンポジウムの開

催したこと、現在の部メンバー80 名程で結束力を

高め、より良いＥＭＣ活動を行い、クラブ設立間もな

い高島クラブへのサポートも充実していく旨の報告

がされました。続く表彰式において、昨年度におけ

る田中浩文ワイズの個人ブースター賞への国際表彰が、田上西日本区直前理事を通して行われました

が、残念ながら田中ワイズは欠席であったため、長浜クラブ松岡ワイズが代理で登壇されました。 

第二部では、『災害支援から学ぶボランティアの真髄』を演題に、ＮＧＯ団体「アジア子どもの夢」代

表の川渕映子ワイズ(とやまクラブ)と国際緊急援助隊の医療調整員でもある小田哲也ワイズ(福岡中

央クラブ)のお二人をパネリストに招いてスペシャルセミナーが行われました。支援では、何が必要な

のか知るだけではダメで、何が出来るかを相互で考えなければならず、送金手段だけでは無く、現地

に出向き直接必要なものや想いを聞き、対応することが大切であると。ボランティアの在り方と併せ

て、それら多くの支援の重要性を伝えられました。支援をしていく中での、現地での移り変わりなど、

たくさんの経験された内容については、もっと、お話をお伺いしたかったです。 

第三部の懇親会は、滋賀県在住のシンガーソングライター松浦陽子さんのプロローグから始まり、

ライブも行われ、ワイズの親睦が進む中、楽しいびわこ部部会の締めくくりの後に散会となりました。 



同一会員が１年間に３名以上のスポンサーを果たした時、個人ブースター賞に該当します。 

（但し、会員異動報告書及び入会金が西日本区事務所へ届いている事が条件です。） 

※ ２０２3 年２月１日～２０２4 年１月３１日迄 

の一年間 

※ スポンサー対象は、クラブが異なっても可 

西日本区事務所を通じて、申請を行うことにより、

その会員が表彰されることになります。 

申請用紙コピーを主任・部長・主査各位に同時に

郵送 または E-mail してください。 

 

申請用紙の原本及び英文原本は 郵送にて 

2024 年２月１０日迄に西日本区事務所へ提出

した場合、国際へ申請されます。 

 

 

 

各部のＥＭＣ事業主査を通じて、各クラブへデータにて配布しました『ＥＭＣ調査集計表』について、

各クラブの会長から各部のＥＭＣ事業主査へ提出をお願いします。 

各部のＥＭＣ事業主査にて取り纏められた資料

が、ＥＭＣ事業主任へ提出されます。西日本区大会

での表彰基準となる例会出席率の確認を含み、会

員数の近況を把握する資料の基となります。 

 

各クラブにあって、毎月のクラブの運営状況を把握することは、大切です。 

集計表により、会員数を常に把握し、例会出席率を意識しながら、出席できなかったメンバーへのコ

ンタクト・声掛けを行い、メーキャップを促して下さい。また、ゲストビジター数も意識し、ゲストを呼べ

る例会の自クラブでの評価や入会候補者の有無、入会の意思等についてゲストのスポンサーへの再

確認を行って下さい。併せて、毎月の入会・退会を記録することにより、会員異動報告書提出の漏れが

ないかの確認もお願いします。 

 

  

7 月分の提出 期限： 8 月 5 日(土) 

8・9 月分の提出 期限：10 月 5 日(木) 

10・11 月分の提出 期限：12 月 5 日(火) 

12・1 月分の提出 期限： 2 月 5 日(月) 

2・3 月分の提出 期限： 4 月 5 日(金) 

4・5 月分の提出 期限： 6 月 5 日(水) 

6 月分の提出 期限： 7 月 5 日(金) 



 

ＹＥＳはワイズ拡張サポートです。理解を深め献金に繋げましょう。 

 

ＹＥＳ（Y’s Extension Support）献金は、

新クラブ設立を進めるクラブ、会員を支援する

ためのものです。このプログラムへの献金は新

クラブ設立支援に使われています。 

西日本区では、献金での目標を次の通りとし

ております。 

目標金額 1人あたり 500円 

納付期限：2024年 3月 15日迄 

 

昨期は、3 クラブ設立の際に 60 万円、アジア

太平洋地域ＹＥＳ支援金へ 20 万円を拠出する

ことができました。 

新クラブ設立への支援が、より充実したもの

となるよう、クラブメンバーに対して、ワイズ拡

張サポートであるＹＥＳプログラムに理解を深め

て頂き、献金下さいますようご協力の程、宜しく

お願いします。 

 

 

ＥＭＣの成功は、メンバーの充実感につながり、各クラブの力や糧となります。 

    それはまた、各部の盛り上がり、西日本区の成果ともなります。 

       皆様の知恵と行動でＥＭＣ活動を導いていきましょう。 

                                             宜しくお願い申し上げます。 

 


